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財政状況は改善！財政状況は改善！財政状況は改善！

決
算
特
別
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

●●��

議
案
第

議
案
第
3636
号　

令
和
３
年
度

号　

令
和
３
年
度

白
馬
村
水
道
事
業
会
計
未
処

白
馬
村
水
道
事
業
会
計
未
処

分
利
益
剰
余
金
の
処
分

分
利
益
剰
余
金
の
処
分

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
７
４

０
５
万
１
６
４
２
円
の
う
ち
、

７
千
万
円
を
建
設
改
良
積
立
金

と
し
て
積
み
立
て
る
も
の
。

●●��

議
案
第

議
案
第
3737
号　

令
和
３
年
度

号　

令
和
３
年
度

白
馬
村
下
水
道
事
業
会
計
未

白
馬
村
下
水
道
事
業
会
計
未

処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

処
分
利
益
剰
余
金
の
処
分

　

未
処
分
利
益
剰
余
金
４
千

７
１
０
万
８
５
２
８
円
の
う
ち
、

４
千
万
円
を
建
設
改
良
積
立
金

と
し
て
積
み
立
て
る
も
の
。

 

質
疑 問

一
般
会
計
か
ら
多
額
の
繰

り
出
し
を
受
け
て
い
る
が
、

返
金
は
せ
ず
積
立
て
る
の
か
。

答
将
来
の
た
め
に
返
金
せ

ず
積
立
て
る
。

●●��

認
定
第
１
号　

令
和
３
年
度

認
定
第
１
号　

令
和
３
年
度

白
馬
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

白
馬
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出

決
算
認
定

決
算
認
定

　

歳
入
歳
出
の
総
額
は
上
表

の
通
り
。
歳
入
歳
出
差
引
額

１
億
５
７
９
８
万
１
千
円
か

ら
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ

き
財
源
１
８
２
４
万
円
を
差

し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、

　

本
定
例
会
に
お
い
て
決
算
特
別
委
員
会
は
、
５
日
間
に
わ
た
り
認
定
第
１
号
か
ら
認
定
第
６
号
ま
で
の
決
算
認
定
案
件

６
件
と
、
決
算
に
付
随
す
る
議
案
第
36
号
及
び
議
案
第
37
号
を
審
査
し
ま
し
た
。
各
会
計
の
主
要
な
施
策
の
成
果
説
明
書

を
中
心
に
、
決
算
書
及
び
提
出
さ
れ
た
説
明
資
料
に
基
づ
き
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

決
算
審
査
の
役
割
と
し
て
は
、
既
に
執
行
さ
れ
た
予
算
で
あ
り
、
さ
ら
に
監
査
委
員
に
よ
る
監
査
も
終
了
し
て
は
い
ま

す
が
、
予
算
を
認
め
た
議
会
の
目
で
チ
ェ
ッ
ク
し
、
事
業
の
成
果
は
上
が
っ
て
い
る
の
か
、
活
か
さ
れ
た
予
算
だ
っ
た
の

か
、
現
在
の
問
題
点
は
何
か
な
ど
を
主
眼
に
質
疑
し
、
次
年
度
以
降
の
予
算
編
成
や
事
業
執
行
に
活
か
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
す
る
も
の
で
、
３
月
の
予
算
特
別
委
員
会
と
、
こ
の
特
別
委
員
会
は
、
特
に
時
間
を
か
け
て
行
う
も
の
で
す
。

第３回定例会令和 3 年度　決算報告
今年度 前年比

一般会計
歳入総額 70億 666万円 6億 3190万円減
歳出総額 68億 4868万円 6億 7546万円減

国民健康保険事業勘定特別会計
歳入総額 10億 3042万円 5317万円増
歳出総額 10億 2498万円 7019万円増

後期高齢者医療特別会計
歳入総額 1億 361万円 191万円増
歳出総額 1億 310万円 182万円増

農業集落排水事業特別会計
歳入総額 408万円 5万円減
歳出総額 406万円 6万円減
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コロナ対策にコロナ対策にコロナ対策に
       終始した１年       終始した１年       終始した１年

１
億
３
９
７
４
万
１
千
円
の
黒

字
決
算
。

　

コ
ロ
ナ
対
策
に
追
わ
れ
た

年
度
で
し
た
が
、例
年
を
上
回

る
税
の
徴
収
努
力
が
さ
れ
た
こ

と
、国
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
減
税

補
填
特
別
交
付
金
の
大
幅
増

や
、特
別
交
付
税
を
含
め
た
地

方
交
付
税
も
伸
び
、コ
ロ
ナ
対

策
の
各
種
事
業
を
実
施
し
た
も

の
の
、積
雪
量
が
多
か
っ
た
こ

と
に
よ
る
除
雪
費
の
伸
び
を
除

い
て
は
、特
に
大
型
事
業
も
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
、財
政
調
整

基
金
、減
債
基
金
と
も
取
り
崩

し
は
な
く
、財
政
調
整
基
金
に

は
１
億
３
千
万
円
、減
債
基
金

に
３
千
５
百
万
円
の
積
み
立
て

を
し
、両
基
金
の
合
計
額
は
、過

去
最
高
の
13
億
８
１
４
万
８
千

円
と
な
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

財
政
構
造
の
弾
力
性
を
示

す
経
常
収
支
比
率
は
、前
年
度

よ
り
2.7
ポ
イ
ン
ト
減
の
7
4
．

３
％
。実
質
公
債
費
比
率（
３
カ

年
平
均
）は
1
3
．１
％
、将
来

負
担
比
率
は
40
％
と
の
こ
と
で

し
た
。

義
務
教
育
基
金
に
８
千
万

義
務
教
育
基
金
に
８
千
万

円
積
み
立
て

円
積
み
立
て

 

総
務
課 

問
義
務
教
育
基
金
の
最
低
目

標
額
と
計
画
的
な
積
立
て

は
。答

明
確
な
目
標
は
無
い
が
、

積
立
て
は
急
務
で
最
重

要
課
題
と
し
て
い
る
。

問
地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
の

定
着
率
25
％
と
低
い
要
因

は
。答

最
初
は
高
校
寮
・
公
営
塾

に
特
化
し
た
結
果
に
よ

る
。
現
在
は
任
期
終
了
後
に
就

職
や
開
業
し
た
者
な
ど
で
、定

着
率
は
上
が
っ
て
い
る
。

エ
フ
レ
ジ
納
税
を
導
入

エ
フ
レ
ジ
納
税
を
導
入

     

 

税
務
課 

問
エ
フ
レ
ジ（
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
納
税
）の
村
負
担

と
手
数
料
は
。

答
全
額
コ
ロ
ナ
交
付
金
対

象
。シ
ス
テ
ム
使
用
料
は

納
税
者
負
担
。
カ
ー
ド
会
社
へ

の
手
数
料
は
１
件
66
円
。
口
座

振
替
手
数
料
は
11
円
。
カ
ー
ド

払
い
は
支
払
え
な
い
言
い
訳
が

出
来
な
い
よ
う
に
実
施
。

問
国
土
調
査
成
果
の
課
税
へ

の
反
映
状
況
は
。

答
検
討
し
て
い
る
が
、実
施

年
度
は
６
年
度
又
は
９

年
度
と
考
え
る
が
未
決
定
。

大
雪
に
よ
り
除
雪
費
４
億
円

大
雪
に
よ
り
除
雪
費
４
億
円

 

建
設
課 

問
無
電
中
化
の
緑
化
は
い
つ

か
。工
事
費
は
誰
が
負
担

か
。工
事
期
間
中
も
一
旦
緑
化
を

し
て
は
。

答
緑
化
計
画
は
駅
前
検
討

委
員
会
で
検
討
中
。最
後

に
県
負
担
で
植
栽
す
る
。
工
事

期
間
中
の
緑
化
は
意
見
と
し
て

伺
う
。

問
民
間
検
査
機
関
に
提
出
さ

れ
た
建
築
確
認
申
請
デ
ー

タ
は
、村
へ
来
る
の
か
。景
観
行

政
団
体
に
な
っ
て
、ど
う
や
っ
て

把
握
し
景
観
指
導
す
る
か
。

答
民
間
検
査
機
関
分
は
来

な
い
。上
下
水
道
課
と
の

情
報
共
有
で
把
握
す
る
よ
う
に

し
た
い
。

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
業

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
業

務
に
追
わ
れ
た
一
年

務
に
追
わ
れ
た
一
年

 

健
康
福
祉
課 

問
障
が
い
者
地
域
生
活
支
援

事
業
の
支
援
員
が
少
な

い
。支
援
員
育
成
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
必
要
で
は
。

答
地
域
全
体
で
支
え
る
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。人

手
は
不
足
し
て
い
る
。
今
後
の

課
題
。

問
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
で

の
副
反
応
の
状
況
、後
遺

症
の
報
告
は
。白
馬
村
の
累
計
感

染
者
数
は
。

答
国
や
メ
ー
カ
ー
か
ら
の

情
報
に
よ
れ
ば
重
篤
率

は
０
．０
０
５
％
。村
の
接
種
の

１
回
目
で
は
発
熱
は
20
名
中
１

～
２
名
。
後
遺
症
は
数
名
い
る

が
、国
へ
後
遺
症
の
補
償
申
請

は
無
い
。累
計
感
染
者
１
２
９
２

名
。北

城
南
部
圃
場
整
備
が
順

北
城
南
部
圃
場
整
備
が
順

調
に
進
む

調
に
進
む

 

農
政
課 

問
離
農
者
の
農
地
を
担
い
手

は
受
け
き
れ
る
の
か
。担
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い
手
側
の
後
継
者
不
足
の
心
配
は
。

答
担
い
手
の
意
識
調
査
は
未
実
施
。

懇
談
で
は
こ
れ
以
上
受
け
ら
れ

な
い
と
の
意
見
あ
り
。人
・
農
地
プ
ラ
ン

を
計
画
か
ら
見
直
し
を
し
た
い
。後
継

者
問
題
は
全
国
的
な
課
題
。

問
地
場
産
推
進
会
の
今
後
の
活
動
方

針
は
。

答
後
継
者
が
な
く
、今
年
度
で
解
散

す
る
意
向
が
あ
る
。
ア
グ
リ
ス

ク
ー
ル
も
ニ
ー
ズ
が
変
化
し
、考
え
直

す
時
期
に
来
て
い
る
。

問
ナ
ラ
枯
れ
が
ま
た
目
立
っ
て
き
て

い
る
。伐
採
に
一
般
財
源
が
出
て

い
な
い
理
由
は
。

答
財
源
は
森
林
環
境
譲
与
税
を
活

用
。
３
年
度
は
５
８
０
万
円
交

付
。伐
採
燻
蒸
と
薬
剤
注
入
に
費
用
が

掛
か
る
。２
～
３
年
は
続
く
と
思
わ
れ

る
。広

域
移
管
の
ご
み
処
理
場
解
体

広
域
移
管
の
ご
み
処
理
場
解
体

終
了
終
了

 

住
民
課 

問
埋
め
立
て
ご
み
最
終
処
分
が
２
系

統
あ
る
が
、一
本
化
は
出
来
な
い

の
か
。

答
広
域
ご
み
処
理
の
大
町
市
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
は
９
年
度
で
満

杯
に
な
る
。第
３
期
拡
張
は
広
域
で
や

る
の
で
、協
議
の
テ
ー
ブ
ル
に
乗
せ
る
。

問
粗
大
ご
み
場
の
平
日
開
催
は
で
き

な
い
か
。

答
現
在
は
業
者
委
託
。
平
日
は
持

ち
込
み
量
が
確
保
で
き
る
か
に

よ
る
。ニ
ー
ズ
把
握
を
す
る
。

好
評
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

好
評
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
事
業

 

観
光
課 

問
白
馬
駅
中
観
光
案
内
所
の
利
用
者

数
把
握
方
法
は
。３
年
度
は
利
用

者
も
少
な
い
が
、観
光
局
業
務
と
し
て

３
２
０
万
円
支
出（
白
馬
館
時
代
は

３
０
３
万
円
）し
て
い
る
が
、今
後
の
案

内
所
の
考
え
方
は
。

答
対
面
で
案
内
し
た
人
数
。
駅
を

目
指
し
て
来
る
観
光
客
が
い
る

の
で
継
続
す
る
。昨
年
度
は
準
備
費
用

込
み
。

問
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク・
ラ
ン
ド
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
マ
ル
シ
ェ
の
実
績
は
。

事
業
全
体
に
Ｋ
Ｐ
Ｉ
と
実
績
と
に
か
な

り
開
き
が
あ
る
。八
方
尾
根
開
発
の
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
事
業
の
利
用
者
数
と
売
り
上

げ
は
。

答
マ
ル
シ
ェ
は
、３
年
度
は
21
回
49

日
開
催
、出
店
が
述
べ
３
１
８
事

業
者
、売
上
は
２
１
５
６
万
円
、来
場
者

数
は
４
万
５
千
人
ほ
ど
。八
方
北
尾
根

の
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は
、１
０
２
３
人
で

１
億
１
千
万
円
の
売
り
上
げ
。

コ
ロ
ナ
対
策
で
蛇
口
を
自
動
水

コ
ロ
ナ
対
策
で
蛇
口
を
自
動
水

栓
に
改
修

栓
に
改
修

 

教
育
課 

問
学
校
の
あ
り
方
検
討
の
今
後
の
考

え
方
は
。報
告
書
は
判
断
を
行
政

に
差
し
戻
し
た
形
。学
校
統
合
は
、最
終

的
に
は
行
政
判
断
か
と
思
う
が
。

答
答
申
を
得
て
、８
月
に
保
護
者
・

教
職
員
と
４
年
生
以
上
に
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
。住
民
向
け
の
ア
ン
ケ
ー

ト
も
今
後
実
施
し
、意
見
を
聞
き
な
が

ら
判
断
し
て
行
く
。

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
試
験
運
行
の
乗
車

率
６
割
は
ど
う
分
析
す
る
か
。親

の
４
割
は
い
ら
な
い
と
も
考
え
ら
れ
る
が
。

答
地
区
に
よ
っ
て
温
度
差
が
あ
る

が
、い
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
保

護
者
が
い
る
こ
と
も
事
実
。特
別
交
付

税
６
割
の
措
置
が
あ
り
、ど
う
い
う
形

で
あ
れ
次
年
度
も
運
行
し
た
い
。

 
意
見 

　

公
共
交
通
全
体
を
考
え
た
運
行
の
仕

方
で
検
討
さ
れ
た
い
。

課
題
が
あ
る
保
育
士
の
確
保

課
題
が
あ
る
保
育
士
の
確
保

 

子
育
て
支
援
課 

問
待
機
児
童
数
は
。一
時
預
か
り
の

減
少
の
原
因
は
。

答
４
月
１
日
現
在
４
名
、現
在
は
10

名
程
。一
時
預
か
り
減
少
は
、コ

ロ
ナ
の
影
響
が
大
き
い
。外
国
人
家
庭

で
帰
国
で
き
な
い
ケ
ー
ス
や
、家
庭
的

保
育
事
業
所
へ
５
名
入
所
で
き
た
こ
と

に
も
よ
る
。

問
保
育
士
の
状
況
は
。

答
人
手
不
足
に
加
え
、育
児
休
業
者

が
５
名
い
る
。
未
満
児
希
望
が

多
く
、保
育
士
が
足
り
な
い
状
況
。

 

意
見 

　

移
住
者
で
保
育
士
資
格
所
有
者
も
い

る
。広
い
範
囲
で
募
集
さ
れ
た
い
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
施
設

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
レ
ガ
シ
ー
施
設

管
理
に
課
題

管
理
に
課
題

 

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課　

問
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場
、ス
ノ
ー
ハ
ー

プ
の
維
持
費
用
が
高
額
で
推
移
。

一
歩
進
ん
だ
利
用
の
ア
イ
デ
ア
は
な
い

か
。答

大
会
を
行
っ
て
も
ス
ポ
ン
サ
ー

収
入
は
集
ま
ら
な
い
。
委
員
会
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を
立
ち
上
げ
検
討
し
て
い
る
が
結
果
に

繋
が
っ
て
い
な
い
。

問
ウ
イ
ン
グ
21
受
付
の
オ
ン
ラ
イ
ン

シ
ス
テ
ム
化
の
状
況
は
。施
設
全

体
に
様
々
な
設
備
の
不
具
合
が
あ
る
が
。

答
導
入
し
た
い
考
え
は
あ
る
。
ま

た
設
備
に
問
題
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
。順
位
付
け
し
、利
用
者

の
声
を
反
映
さ
せ
計
画
的
に
行
い
た
い
。

 

全
体
討
論 

　

基
本
的
に
は
賛
成
。
た
だ
し
、ノ
ル

ウ
ェ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
の
指
定
管
理
契
約
の

見
直
し
を
行
な
い
、更
新
ま
で
に
契
約
内

容
の
見
直
し
を
す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

●●��

認
定
第
２
号　

令
和
３
年
度
白
馬
村

認
定
第
２
号　

令
和
３
年
度
白
馬
村

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定

歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
（
２
Ｐ
の
表
を
参
照
）

 

質
疑 問

出
産
育
児
一
時
金
は
、現
状
で
足

り
て
い
る
か
の
調
査
は
。

答
村
単
独
で
は
し
て
い
な
い
。
新

聞
報
道
で
は
足
り
て
い
な
い
と

の
報
道
あ
り
。

●●��

認
定
第
３
号　

令
和
３
年
度
白
馬
村

認
定
第
３
号　

令
和
３
年
度
白
馬
村

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定

出
決
算
認
定

　
（
２
Ｐ
の
表
を
参
照
）

●●��

認
定
第
４
号　

令
和
３
年
度
白
馬
村

認
定
第
４
号　

令
和
３
年
度
白
馬
村

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定

歳
出
決
算
認
定

　
（
２
Ｐ
の
表
を
参
照
）

●●��

認
定
第
５
号　

令
和
３
年
度
白
馬
村

認
定
第
５
号　

令
和
３
年
度
白
馬
村

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

　

収
益
的
収
入
は
、
事
業
収
益
が

３
億
１
４
０
２
万
２
１
１
４
円
。営
業

収
益
は
２
億
８
３
１
５
万
８
９
３
７

円
。
給
水
口
数
は
19
口
の
増
。
年
間

配
水
量
は
２
８
７
万
８
千
㎥
で
前
年

度
と
比
較
46
万
７
千
㎥
の
増
、
有
収

率
は
さ
ら
に
落
ち
て
4
3
．8
7
％
。

収
益
的
支
出
は
、
事
業
費
用
が

２
億
４
１
４
６
万
４
４
９
円
。営
業
費

用
は
２
億
２
４
２
８
万
１
６
１
０
円
。

 

質
疑 問

漏
水
の
概
ね
の
件
数
、漏
水
減
免

は
ど
の
程
度
あ
る
か
。

答
大
規
模
漏
水
修
理
を
２
か
所
実

施
。
最
近
は
宅
内
の
漏
水
が
目

立
っ
て
き
て
い
る
。冬
季
の
管
理
が
悪

い
外
国
人
施
設
も
あ
る
。減
免
申
請
は

年
間
概
ね
50
～
60
件
。

問
二
股
浄
水
場
は
、あ
と
ど
の
く
ら

い
使
用
可
能
か
。更
新
す
る
場
合

の
費
用
は
。水
道
ビ
ジ
ョ
ン
で
更
新
に
関

す
る
比
較
表
が
示
さ
れ
る
の
か
。

答
10
年
は
可
能
と
考
え
る
が
、耐
震

基
準
に
は
適
合
し
て
い
な
い
。た

だ
し
水
利
権
の
更
新
は
８
年
後
。浄
水

場
を
残
す
と
す
れ
ば
最
低
で
も
数
十
億

円
。同
規
模
な
ら
百
億
円
近
く
に
な
る
。

浄
水
方
法
を
絞
り
込
み
、今
回
の
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
で
数
字
を
示
し
た
い
。

●●��

認
定
第
６
号　

令
和
３
年
度
白
馬
村

認
定
第
６
号　

令
和
３
年
度
白
馬
村

下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

下
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定

　

収
益
的
収
入
は
、
事
業
収
益
が

５
億
２
３
１
２
万
３
４
１
９
円
。営
業

収
益
は
１
億
７
３
３
４
万
１
２
４
０

円
。年
間
有
収
水
量
は
69
万
６
７
２
１

㎥
で
、昨
年
度
よ
り
も
更
に
１
万
６
千

㎥
の
減
。収
益
的
支
出
は
、事
業
費
用
が

４
億
９
４
８
４
万
４
９
０
８
円
。営
業

費
用
が
４
億
２
５
８
４
万
８
３
６
１
円
。

 

質
疑 問

未
接
続
者
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
新
規
加
入
時
か
ら
12
か
月
分
の

料
金
を
免
除
す
る
施
策
を
、本
年

度
か
ら
２
か
年
限
定
で
実
施
。

問
普
及
率
向
上
の
カ
ギ
に
な
る
下
水

道
区
域
で
の
浄
化
槽
設
置
者
名
簿

を
作
っ
て
い
る
か
。

答
正
確
な
数
字
を
持
っ
て
い
な
い
。勧

奨
は
重
要
な
こ
と
と
思
っ
て
い
る
。

問
技
術
職
の
後
継
者
は
。

答
後
任
は
早
急
に
決
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。
水
道
技
術
管
理
者

で
な
く
て
も
、工
事
全
般
が
分
か
る
職

員
を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

決算特別委員会認定結果

議案 採決

議案第36号 可決 全員

議案第37号 可決 全員

認定第1号 認定 全員

認定第2号 認定 全員

認定第3号 認定 全員

認定第4号 認定 全員

認定第5号 認定 全員

認定第6号 認定 全員

水利権の更新は8年後
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総
務
社
会

総
務
社
会
委
員
会

総
務
社
会
委
員
会

●●��
議
案
第

議
案
第
2828
号　

白
馬
村
認

号　

白
馬
村
認

定
こ
ど
も
園
条
例
の
制
定

定
こ
ど
も
園
条
例
の
制
定

　

令
和
５
年
４
月
１
日
に
、し

ろ
う
ま
保
育
園
を
、認
定
こ
ど

も
園
に
移
行
す
る
た
め
の
条

例
制
定
。白
馬
村
保
育
所
設
置

条
例
は
廃
止
。

 

質
疑 問

認
定
こ
ど
も
園
と
保

育
園
の
職
員
資
格
は
。

答
保
育
所
型
認
定
こ
ど
も

園
は
、幼
稚
園
と
保
育

の
両
方
の
事
業
と
な
る
。保
育

士
資
格
が
あ
れ
ば
可
能
。保
育

士
と
幼
稚
園
教
諭
双
方
あ
る

こ
と
が
好
ま
し
い
。 

問
教
育
的
な
保
育
を
す

る
の
か
。

答
保
育
所
型
は
な
い
。教

育
と
い
う
言
葉
は
で
る

が
、保
育
は
現
状
の
と
お
り
。

●●��

議
案
第

議
案
第
3232
号　

白
馬
村
環

号　

白
馬
村
環

境
基
本
条
例
の
全
部
改
正

境
基
本
条
例
の
全
部
改
正

　
「
白
馬
村
景
観
条
例
」等
の

制
定
に
伴
い
、「
白
馬
村
環
境

基
本
条
例
」を
生
活
環
境
や
地

球
環
境
保
全
を
目
的
と
す
る
、

理
念
条
例
と
し
て
整
備
す
る

た
め
全
部
改
正
す
る
も
の
。令

和
５
年
１
月
１
日
施
行
。

 

質
疑 問

環
境
基
本
法
で
は
、環

境
基
本
計
画
の
策
定

を
義
務
付
け
て
い
る
。
理
念

条
例
と
し
た
理
由
と
環
境
基

本
計
画
の
策
定
を
規
定
し
な

か
っ
た
理
由
は
。

答
政
府
に
は
基
本
計
画
の

策
定
義
務
が
あ
る
。

　

規
定
し
な
か
っ
た
の
は
、理

念
条
例
と
い
う
こ
と
も
あ
る

が
、環
境
基
本
計
画
と
い
う
計

画
で
な
く
と
も
、今
回
の
条
例

で
い
う
森
林
部
門
、生
涯
学
習

の
部
分
に
つ
い
て
は
、既
存
の

条
例
や
計
画
が
あ
る
の
で
、基

本
的
に
は
個
別
計
画
で
対
応

で
き
る
と
考
え
る
。

　

但
し
、水
資
源
に
つ
い
て
は
、

手
続
等
の
把
握
が
で
き
な
か
っ

た
た
め
、今
回
の
改
正
条
例
に

規
定
し
含
め
、国
の
指
導
に
基

づ
き
改
正
し
た
。ま
た
、今
の

マ
ン
パ
ワ
ー
を
考
え
て
も
、既

存
の
計
画
で
充
足
で
き
る
と

い
う
判
断
。

問
条
文
の「
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
」の
考
え
と

し
て
別
に
規
定
す
る
こ
と
も

あ
る
の
か
。

答

 

副
村
長 

本
条
例
は
、

環
境
に
対
す
る
基
本
的

な
姿
勢
を
規
定
す
る
も
の
。今

の
時
代
に
即
し
た
つ
も
り
。

問
理
念
条
例
で
あ
る
こ

と
は
理
解
。環
境
基
本

計
画
に
つ
い
て
も
個
別
計
画

で
も
代
替
え
可
能
と
理
解
。

改
正
条
例
に
は
、委
任
規
定

も
あ
る
。今
後
も
意
見
は
出

て
く
る
と
思
う
が
、改
正
を

要
す
る
場
合
、迅
速
に
対
応

す
る
か
。

答

 

村
長 

具
体
的
な
ア
ク

シ
ョ
ン
は
既
存
計
画
、

ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
必
要
な
ら

ば
策
定
し
て
い
く
。気
温
上
昇

の
抑
制
な
ど
の
対
策
に
つ
い

て
は
、個
別
の
条
例
・
計
画
に

な
る
か
迅
速
に
行
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

 

討
論 

 

反
対 

　

村
民
が
理
解
で
き
る
の
か

確
か
め
て
ほ
し
い
。可
決
さ
れ

て
も
パ
ブ
コ
メ
等
を
実
施
し

意
見
集
約
し
、意
見
が
あ
れ
ば

そ
れ
を
反
映
し
た
条
例
を
次

回
の
議
会
に
提
出
し
て
欲
し

い
の
で
反
対
。

 

賛
成 

　

基
本
的
に
賛
成
。理
念
条
例

と
し
て
大
ま
か
な
規
定
と
な
っ

て
い
る
。改
正
時
は
議
員
の
意

見
も
反
映
さ
れ
る
よ
う
要
望

す
る
。

 

反
対 

　

環
境
基
本
条
例
と
環
境
基

本
計
画
は
一
体
と
考
え
る
。計

画
が
な
い
の
で
反
対
。

●●��

議
案
第

議
案
第
3434
号　

白
馬
村
保

号　

白
馬
村
保

育
料
条
例
の
一
部
を
改
正

育
料
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

す
る
条
例

　

し
ろ
う
ま
保
育
園
が
認
定

こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
こ
と

に
伴
う
保
育
料
等
の
改
正
。

　

令
和
５
年
４
月
１
日
施
行
。

●●��

議
案
第

議
案
第
3535
号　

白
馬
村
消

号　

白
馬
村
消

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
条
例

　

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補

償
等
責
任
共
済
等
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
。

●●��

議
案
第

議
案
第
3838
号　

令
和
４
年

号　

令
和
４
年

度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正

度
白
馬
村
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
４
号
）所
管
事
項

予
算（
第
４
号
）所
管
事
項

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に

２
億
４
１
７
２
万
７
千
円
を

追
加
し
、総
額
を
63
億
４
５
２

５
万
４
千
円
と
す
る
も
の
。

 

総
務
課 

　

地
域
交
通
検
討
業
務
委
託

料
に
３
３
０
万
円
の
増
額
。民

間
事
業
者
と
連
携
し
て
地
域

交
通
の
現
状
分
析
と
、今
後
の

全
体
最
適
に
向
け
た
構
想
案

の
策
定
。ふ
る
さ
と
納
税
事
業

２
４
２
１
万
１
千
円
は
、寄
付

額
が
当
初
見
込
を
上
回
る
こ

と
が
想
定
で
の
増
額
処
置
。

　

非
課
税
世
帯
等
臨
時
給
付

金
事
業
２
３
５
２
万
５
千
円

の
増
額
は
、非
課
税
世
帯
に
１

世
帯
当
た
り
10
万
円
給
付
、対

象
世
帯
見
込
数
の
確
定
に
伴

い
関
係
経
費
の
増
額
措
置
。給

付
対
象
見
込
数
３
２
０
世
帯
。

　

原
油
高
・
物
価
高
騰
現
金
給

付
事
業
５
３
４
２
万
７
千
円

の
増
額
は
、原
油
高
・
物
価
高

騰
に
よ
る
経
済
的
負
担
軽
減

を
図
る
た
め
、１
世
帯
合
計
所

得
金
額
３
０
０
万
円
以
下
を

対
象
に
、１
世
帯
１
万
５
千
円

を
現
金
給
付
。見
込
対
象
世
帯

数
３
４
５
０
世
帯
。

来年4月！しろうま保育園は認定こども園へ来年4月！しろうま保育園は認定こども園へ来年4月！しろうま保育園は認定こども園へ来年4月！しろうま保育園は認定こども園へ
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会

 

質
疑 問

地
域
課
題
マ
ッ
チ
ン
グ

事
業
の
公
共
交
通
の
事

業
内
容
と
し
て
、観
光
客
と
住

民
利
用
を
含
め
、運
行
時
間
帯
、

ル
ー
ト
等
A
I
利
用
で
の
運
行

表
等
も
で
て
く
る
の
か
。

答
今
ま
で
行
政
が
実
施
し

た
公
共
交
通
の
分
析
と
、

こ
れ
か
ら
要
す
る
経
費
、地
域

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
交
通
体
系

の
提
案
を
希
望
し
て
い
る
。観
光

課
ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
、健
康
福
祉

課
デ
マ
ン
ド
、教
育
課
ス
ク
ー
ル

バ
ス
も
実
績
と
し
て
表
し
て
い

く
。併
せ
て
将
来
人
口
、観
光
客

ニ
ー
ズ
も
踏
ま
え
た
絵
を
描
き

た
い
。次
年
度
も
継
続
が
必
要
。

 

子
育
て
支
援
課 

　

し
ろ
う
ま
保
育
園
運
営
事
業

99
万
１
千
円
の
増
額
は
、電
気
料

高
騰
に
よ
る
も
の
。

 

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課 

　

各
種
施
設
の
電
気
料
高
騰
に

よ
る
増
額
と
、Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

駐
車
場
の
街
灯
漏
電
修
繕
費

42
万
３
千
円
。ウ
イ
ン
グ
21
南
西

の
屋
根
等
修
繕
費
３
４
９
万
円
。

 

質
疑 問

村
有
施
設
を
管
理
し
て

い
る
全
て
の
課
で
、電
気

料
の
増
額
補
正
を
し
て
い
る
。

国
か
ら
の
支
援
金
は
。

答
情
報
は
な
い
。あ
れ
ば
交

付
税
措
置
。

 

健
康
福
祉
課 

　

敬
老
会
中
止
に
よ
り
95
万
５
千

円
の
減
額
。保
健
予
防
事
業
３
７

３
７
万
２
千
円
の
増
額
は
、コ
ロ

ナ
ワ
ク
チ
ン
４
回
目
集
団
接
種

に
伴
う
事
業
費
用
。65
歳
以
上
対

象
に
無
料
タ
ク
シ
ー
券
配
布
に

96
万
円
の
増
額
。

 

教
育
課 

　

中
学
校
の
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー

の
危
害
防
止
装
置
工
事
に
５
３
９

万
円
。
南
小
学
校
備
品
購
入
費

で
非
接
触
型
体
温
計
と
大
型

扇
風
機
64
万
６
千
円
。
北
小
学

校
備
品
購
入
費
は
電
子
黒
板
に

１
０
９
万
２
千
円
。中
学
校
備
品

購
入
費
は
加
湿
器
・
空
気
清
浄
機

に
58
万
７
千
円
。

●●��

議
案
第

議
案
第
3939
号　

令
和
４
年
度

号　

令
和
４
年
度

白
馬
村
国
民
健
康
保
険
事
業

白
馬
村
国
民
健
康
保
険
事
業

勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

勘
定
特
別
会
計
補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
予
算
総
額
に
４
５

８
万
２
千
円
を
追
加
し
、総
額

を
10
億
１
９
５
７
万
１
千
円

と
す
る
も
の
。
歳
入
の
繰
入
金

１
７
４
万
円
減
額
は
、財
政
調

整
基
金
繰
入
金
減
額
。
歳
出
の

保
険
給
付
費
負
担
金
等
償
還
金

３
８
４
万
２
千
円
増
額
は
、県
か

ら
の
普
通
交
付
金
で
県
に
返
還

す
べ
き
不
足
額
。

●●��

陳
情
第
４
号　

障
害
者
グ

陳
情
第
４
号　

障
害
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、放
課
後
等

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
、放
課
後
等

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
早
期
設
置

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
早
期
設
置

に
つ
い
て
の
陳
情

に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
内
容
は
、障
害
者
グ
ル
ー

プ
ホ
ー
ム
の
村
内
設
置
実
現
に

向
け
て
、積
極
的
な
取
組
み
。放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
村
内

設
置
実
現
に
向
け
て
推
進
。障
害

者
の
実
態
把
握
に
努
め
、村
の
障

害
者
・
障
害
児
福
祉
計
画
の
理
念

に
則
っ
た
事
業
推
進
を
要
望
す

る
陳
情
。

 

陳
情
者
へ
の
質
疑 

問
施
設
が
で
き
た
場
合
の

希
望
者
は
何
名
か
。

答
直
接
は
５
名
。障
碍
者
全

員
を
網
羅
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
。
将
来
的
に
は
６

名
。

問
３
年
く
ら
い
前
か
ら
、行

政
に
は
要
望
し
て
い
た

と
聞
い
て
い
る
。議
会
に
は
な

か
っ
た
が
、今
回
陳
情
さ
れ
た

理
由
は
。

答
今
回
、補
助
金
な
し
で
も

建
設
し
た
い
事
業
者
が

出
た
の
で
、こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
を

外
し
た
く
な
か
っ
た
。

 

質
疑 問

放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
需
要
と
シ
ス
テ
ム

は
。答

本
村
の
放
課
後
等
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は

40
名
以
上
で
小
谷
と
大
町
に
通

所
。小
谷
の
施
設
は
送
迎
あ
り
１

日
定
員
10
名
。大
町
も
人
数
制
限

が
あ
る
。

　

村
内
で
の
増
設
を
考
え
、現
在

Ｂ
＆
Ｇ
財
団
の「
第
三
の
居
場

所
」と
い
う
事
業
が
あ
り
、放
課

後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
併
せ
た

形
で
出
来
な
い
か
調
整
中
。候
補

地
は
給
食
セ
ン
タ
ー
の
残
地
を

考
え
て
い
る
。

問
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、め

い
て
つ
の
村
有
地
が
用

意
で
き
る
と
聞
い
た
が
場
所
と

面
積
は
。

答
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
道
路
を

南
に
向
か
い
、交
差
点
の

先
の
東
側
に
３
筆
合
計
で

１
４
０
０
㎡
程
の
土
地
が
あ
る
。

 総務社会委員会採決結果
議案 採決

議案第28号 可決 全員

議案第32号 可決 可否同数

議案第34号 可決 全員

議案第35号 可決 全員

議案第38号 可決 全員

議案第39号 可決 全員
期待される認定こども園への移行

保育士募集！
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10月から景観行政団体に移行。10月から景観行政団体に移行。10月から景観行政団体に移行。10月から景観行政団体に移行。
関係条例は可決。関係条例は可決。関係条例は可決。関係条例は可決。

産
業
経
済
委
員
会

産
業
経
済
委
員
会

●●��

議
案
第

議
案
第
2929
号　

白
馬
村

号　

白
馬
村

景
観
条
例
の
制
定

景
観
条
例
の
制
定

　

10
月
１
日
移
行
を
目
指

し
、景
観
法
の
規
定
に
基
づ

き
、景
観
計
画
の
策
定
、行

為
の
規
制
、そ
の
他
良
好
な

景
観
の
育
成
に
関
す
る
施
策

の
基
本
的
事
項
を
定
め
た
条

例
を
制
定
す
る
も
の
。

 

質
疑 問

大
規
模
行
為
と
は

何
を
指
す
か
。ま
た
、

規
則
を
定
め
る
と
あ
る
が
、

そ
の
規
則
は
あ
る
か
。

答
高
さ
23
m
超
え
、太
陽

光
発
電
施
設
５
０
０

㎡
、土
地
の
開
墾
や
土
石
の

採
取
な
ど
１
ha
以
上
か
つ
法

面
が
３
ｍ
以
上
の
開
発
で
、

村
長
が
認
め
る
も
の
５
点
を

景
観
の
観
点
か
ら
規
定
。規

則
は
作
成
さ
れ
、法
規
審
査

会
で
審
査
さ
れ
て
い
る
。

問
景
観
育
成
重
点
地

区
に
つ
い
て
、村
で

は
ど
こ
を
想
定
し
て
い
る

か
。答

幹
線
道
路
の
沿
道
を

考
え
て
い
る
。
他
に

住
民
協
定
を
指
定
し
強
化
し

て
い
く
こ
と
も
可
能
。た
だ

し
住
民
の
合
意
形
成
が
必

要
。

 

賛
成
討
論 

　

こ
れ
か
ら
景
観
は
重
要
な

課
題
。村
民
や
事
業
者
等
と

の
情
報
共
有
や
責
務
の
履
行

が
必
要
。

●●��
議
案
第

議
案
第
3030
号　

白
馬
村

号　

白
馬
村

開
発
行
為
の
調
整
等
に

開
発
行
為
の
調
整
等
に

関
す
る
条
例
の
制
定

関
す
る
条
例
の
制
定

　

白
馬
村
環
境
基
本
条
例
に

お
い
て
運
用
さ
れ
て
き
た
開

発
基
準
等
を
抜
き
出
し
、新

規
に
条
例
を
制
定
し
、開
発

調
整
等
に
必
要
な
事
項
を
定

め
る
も
の
。

 

質
疑
・
意
見 

問
専
門
的
知
見
が
必

要
。職
員
の
新
規
雇

用
や
審
議
会
の
委
員
人
選

の
考
え
方
は
。

答
審
議
会
の
人
選
は
新

た
に
し
て
い
く
。
専

門
的
知
見
と
し
て
必
要
な
も

の
は
、主
に
土
木
関
係
。
職

員
の
雇
用
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

 

意
見 

　

審
議
会
の
人
選
は
偏
っ
た

も
の
と
な
ら
ぬ
よ
う
配
慮
願

い
た
い
。

問
条
立
て
の
構
成
に

つ
い
て
、重
要
な
事

項
か
ら
規
定
し
て
い
く
べ

き
と
考
え
る
が
。

答
現
行
条
例
か
ら
引
用

し
た
。
必
要
な
改
正

は
し
て
い
く
。

 

意
見 

　

議
会
審
議
と
な
ら
な
い
開

発
指
導
要
綱
が
重
要
な
の

で
、解
り
や
す
く
策
定
願
い

た
い
。

 

賛
成
討
論 

　

こ
の
条
例
は
景
観
条
例
と

セ
ッ
ト
。必
要
な
修
正
に
つ

い
て
は
必
ず
履
行
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

●●��

議
案
第

議
案
第
3131
号　

白
馬
村

号　

白
馬
村

地
区
計
画
等
の
案
の
作

地
区
計
画
等
の
案
の
作

成
手
続
き
に
関
す
る
条

成
手
続
き
に
関
す
る
条

例
の
制
定

例
の
制
定

　

都
市
計
画
法
の
規
定
に

基
づ
き
、０
．
５
ha
以
上
の

特
定
エ
リ
ア
で
独
自
の
ル
ー

ル
を
定
め
た
地
区
計
画
等
の

手
続
き
を
規
定
す
る
も
の
。

 

質
疑 問

計
画
案
に
つ
い
て
、

付
議
し
な
い
場
合

や
受
け
付
け
な
い
事
も
あ

る
か
。

答
付
議
は
し
て
い
く
。

地
区
計
画
は
規
制
強

化
で
緩
和
は
し
な
い
。

問
地
権
者
が
少
数
で

規
定
す
る
面
積
以

上
の
場
合
、申
し
出
は
可
能

か
。答

可
能
。

●●��

議
案
第

議
案
第
3333
号　

白
馬
村

号　

白
馬
村

特
別
職
の
職
員
の
非
常

特
別
職
の
職
員
の
非
常

勤
の
も
の
の
報
酬
に
関

勤
の
も
の
の
報
酬
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改

す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

正
す
る
条
例

　

新
た
に
白
馬
村
景
観
審
議

会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、委
員
報
酬
を
規
定
す
る

条
例
改
正
。

●●��

議
案
第

議
案
第
3838
号　

令
和
４

号　

令
和
４

年
度
白
馬
村
一
般
会
計

年
度
白
馬
村
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
４
号
）所

補
正
予
算（
第
４
号
）所

管
事
項

管
事
項

 

建
設
課 

　

村
営
住
宅
の
貸
付
収
入

20
万
５
千
円
減
は
、公
的
扶

助
適
用
に
よ
る
家
賃
収
入
の

減
に
よ
る
も
の
。

 

農
政
課 

農
業
振
興
費
１
１
５
万
４
千

円
増
額
は
産
地
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
補
助
金
を
活
用
し
ミ

ニ
ト
マ
ト
の
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス

整
備
と
神
城
多
目
的
施
設
の

修
繕
費
。森
林
整
備
基
金
積

立
金
を
減
額
し
、ど
ん
ぐ
り

地
区
の
ナ
ラ
枯
れ
対
策
へ
当

て
る
も
の
。

 

質
疑 問

岩
岳
地
区
の
ナ
ラ

枯
れ
は
至
急
対
策

を
講
じ
た
方
が
良
い
。今
後

ど
の
よ
う
な
対
策
を
し
て

い
く
の
か
。

答
県
と
の
対
策
会
議
を

行
う
。
地
形
的
に
は

伐
倒
燻
蒸
処
理
が
難
し
く
、

ま
た
搬
出
も
出
来
な
い
。費

用
の
補
助
も
含
め
て
検
討
し

て
い
く
予
定
。
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経
済

 

観
光
課 

　

頂
上
宿
舎
、八
方
池
山
荘
の
修

繕
費
に
４
１
４
万
３
千
円
の
増

額
。
八
方
池
山
荘
建
替
計
画
基

本
設
計
業
務
の
国
立
公
園
内
の

測
量
に
54
万
円
増
額
。
ナ
イ
ト

シ
ャ
ト
ル
バ
ス
運
行
委
託
料
に

９
９
０
万
８
千
円
は
、こ
の
冬
の

運
行
に
あ
た
っ
て
予
約
ア
プ
リ

を
地
方
創
生
推
進
交
付
金
を
活

用
し
制
作
。A
I
に
よ
る
運
行

制
御
シ
ス
テ
ム
を
試
験
導
入
。乗

車
料
金
は
無
料
と
す
る
。商
工
振

興
費
で
は
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
事
業
に
１
７
９
８
万
３
千
円
。

 

質
疑 問

ナ
イ
ト
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

運
行
の
ル
ー
ト
や
バ
ス

停
な
ど
、現
状
と
の
違
い
は
。

答
詳
細
は
確
定
し
て
い
な
い

が
、基
軸
路
線
を
決
定
し

17
時
か
ら
22
時
ま
で
運
行
す
る
。

村
内
の
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ク
シ
ー
を

利
用
し
A
I
に
よ
り
最
適
ル
ー

ト
と
車
両
・
利
用
時
間
を
選
択
し

利
用
者
に
通
知
す
る
仕
組
み
。

問
八
方
池
山
荘
の
追
加
設

計
委
託
料
は
ど
こ
か
。

答
今
ま
で
委
託
し
て
い
た

業
者
と
同
じ
。環
境
省
で

は
現
在
の
土
地
利
用
範
囲
が
明

確
で
無
い
た
め
、今
回
の
測
量
結

果
を
尊
重
す
る
と
の
こ
と
。

●●��

議
案
第

議
案
第
4040
号
白
馬
村
水
道
事

号
白
馬
村
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

収
益
的
支
出
総
額
を
５
１
９
万

６
千
円
増
額
し
、２
億
７
１
９
０

万
８
千
円
に
改
め
る
。人
事
異
動

に
伴
う
人
件
費
の
減
額
、電
気
料

金
高
騰
に
伴
う
動
力
費
増
額
や

緊
急
工
事
及
び
資
材
費
高
騰
に

よ
る
工
事
費
の
増
額
に
よ
る
も

の
。

●
議
案
第

●
議
案
第
4141
号
白
馬
村
下
水
道

号
白
馬
村
下
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

収
益
的
収
入
に
５
４
０
万
増

額
し
、総
額
を
４
億
８
３
９
０
万

６
千
円
に
。
収
益
的
支
出
に

５
３
１
万
８
千
円
増
額
し
、総
額

を
４
億
８
３
８
２
万
４
千
円
に

改
め
る
も
の
。収
入
は
一
般
会
計

か
ら
の
繰
入
金
の
贈
額
、こ
れ
は

資
本
的
収
入
と
の
組
替
。支
出
は

電
気
料
金
高
騰
に
伴
う
動
力
費

の
増
額
。凍
結
等
に
よ
る
漏
水
減

免
対
象
の
増
加
に
よ
る
増
額
。

 

質
疑 問

上
下
水
道
と
も
電
気
料

高
騰
に
伴
い
現
行
の
新

電
力
会
社
か
ら
中
部
電
力
へ
変

更
し
て
い
く
の
か
。

答
村
全
体
で
一
括
契
約
し

て
い
る
た
め
、変
更
す
る

な
ら
全
体
で
の
変
更
と
な
る
。

産業経済委員会採決結果
議案 採決

議案第29号 可決 全員

議案第30号 可決 全員

議案第31号 可決 全員

議案第33号 可決 全員

議案第38号 可決 全員

議案第40号 可決 全員

議案第41号 可決 全員

特別解説～景観と環境の関連条例について～
　景観を大切に考える白馬村は、4年以上かけ景観行政団体へ移行するための作業として、景観計画の策定を進めてきました。
今般素案が完成したことから、これまで23年間白馬村環境基本条例で包含していた景観関係と開発調整関係を抜き出し、新
たに3つの条例制定議案（議案29号～31号）と、残った環境基本条例の全部改正議案（議案32号）が上程されました。所管課
が違うことから前者は産業経済委員会、後者は総務社会委員会が審査しました。
　総務社会委員会で審査した議案32号全部改正議案に関しては、委員会並びに最終日の本会議で意見が分かれ、次ページの
ような質疑・討論が行われました。

現行
環境基本条例

環境・景観・開発の考え方
を示す大綱条例
H11制定

景観条例

開発行為の調整に
関する条例

地区計画等の案の作成手
続きに関する条例

環境基本条例の全部改正

景観法に基づく「景観計画」策定、行為の規制・その他
良好な景観の育成に関する基本を定める条例。

事業者が行う開発行為に対する、指導及び調整事項
を定める条例。

上記条例に関連し、都市計画法に定める「地区計画」
の手続きを定める条例。

景観と開発以外の、気候変動対策などを含む広い意
味での環境保全及び創造についての理念条例。

可決

可決

可決

否決
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質
疑
・
討
論

初日上程質疑　津滝俊幸

問 景観行政は現在、環境基本条例・規則、開発指導要綱でコントロールされている。なぜ今新たに景観
条例を制定し、景観計画を作り、景観行政団体にならなければいけないのか。

答 県と村の2つの制度のもとで運用上の細かい部分に齟齬があった。より主体的に村が景観行政
を進めていくために、独立した景観条例と計画を作っていくべきとの方針決定をし、４年以上

の歳月をかけて作業を進めてきた。ただし基本的には環境基本条例の考え方を踏襲している。

問 条例制定後の告知方法と住民への説明、施行には専門的知識や指導が必要とされるが。

答 ４年かけた計画策定作業では都度ワークショップを開催し、素案ができた段階でパブリック
コメント（略 : パブコメ）を行いながら進めてきた。それを踏まえて景観計画策定委員会で協議

した。再度最終的なパブコメを10 月下旬を目処に行い意見集約する。

初日上程質疑　丸山勇太郎

問 23 年間、開発景観行政の拠り所としてきた同条例から景観と開発が抜け、気候非常事態宣言等を次々
発した村として、これを積極的に展開するための理念条例にするはず。前文に２つの宣言の記載が

なく、再エネ自給率１００％を達成するために必要な「再エネを自ら積極的に作り出す」ことの記載が無い
理由は。

答 現行条例を意識し文言調整し、特に環境基本法を参考にした。２つの宣言は地球環境の保全に
包含されるので固有名詞は使わなかった。作り出すの記載に関しては、シフト、有効利用など

で表現した。

問 気候変動対策に関しては、用語定義に加え解説し、条例全体に積極的に用いるべきこと。また、村・村
民・事業者それぞれの責務に明記して論旨を組み立てるべきだが、そのようになっていない理由は。

答 これも上位法に準拠した。

議案第29 号　白馬村景観条例の制定

議案第32 号　白馬村環境基本条例全部改正

● 

尾
川
耕

　

特
に
指
摘
す
る
の
は
現
行
条
例
に
あ
る
【
人
間
が
生
態
系
の
一

部
と
し
て
存
在
し
、
自
然
か
ら
多
く
の
恵
み
を
受
け
て
い
る
こ
と

を
認
識
】【
白
馬
村
の
美
し
い
自
然
環
境
及
び
景
観
が
、
村
民
の

共
通
の
財
産
で
あ
り
、
か
つ
、
事
業
者
自
身
の
経
済
活
動
の
基
盤

で
あ
る
】
と
い
う
言
葉
が
、
新
条
例
案
に
全
く
な
か
っ
た
事
。
作

り
直
し
パ
ブ
コ
メ
し
た
後
、
議
会
で
採
決
す
る
こ
と
を
望
む
。

● 

加
藤
ソ
フ
ィ
ー

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
、
気
候
非
常
事
態
宣
言
の
後
押
し
と
な
る

よ
う
な
条
例
で
あ
る
べ
き
。各
宣
言
の
記
述
が
な
い
こ
と
に
加
え
、

事
業
者
や
村
民
の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
支
援
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
文
が
削
ら
れ
て
い
る
こ
と
等
か
ら
、
気
候
変
動
に
立

ち
向
か
っ
て
い
く
た
め
の
思
い
や
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
な
い
。

　

理
念
条
例
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
村
が
目
指
す
世
界
に
誇
る
山
岳

リ
ゾ
ー
ト
に
ふ
さ
わ
し
い
条
例
を
望
む
。

● 

切
久
保
達
也

　

環
境
基
本
条
例
の
位
置
付
け
は
景
観
条
例
・
開
発
事
業
の
調
整

等
に
関
す
る
条
例
の
新
規
制
定
に
伴
い
整
理
・
調
整
を
踏
ま
え
た

条
例
の
構
成
と
理
解
。
環
境
基
本
法
・
循
環
型
社
会
形
成
基
本
法
・

水
循
環
基
本
法
を
踏
ま
え
た
理
念
条
例
と
し
て
の
位
置
付
け
は
で

き
て
い
る
と
判
断
。

　

改
正
に
あ
た
り
関
係
各
課
が
審
議
、
８
回
に
わ
た
る
調
整
ま
た

議
会
と
の
勉
強
会
、
法
規
審
査
を
得
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
賛
成

し
た
。

● 

松
本
喜
美
人

　

環
境
基
本
条
例
の
位
置
付
け
は
、「
景
観
条
例
」「
開
発
行
為
の

調
整
等
に
関
す
る
条
例
」
の
新
規
制
定
に
伴
う
理
念
条
例
。
審
査

過
程
に
お
い
て
、
村
長
、
副
村
長
、
所
管
課
長
よ
り
、
時
代
の
変

化
、
流
れ
等
に
よ
り
条
例
、
要
綱
の
改
正
も
調
整
し
た
い
旨
の
答

弁
が
あ
っ
た
。

　

条
例
の
明
ら
か
な
否
決
の
理
由
は
、
根
拠
法
令
等
に
抵
触
す
る

場
合
。
本
条
例
に
は
否
決
理
由
が
な
い
の
で
賛
成
。

反対討論賛成討論

最終日の討論
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議
決
結
果

●●９月定例会　議決結果●●

●●請願・陳情文書●●

提出者 住所 要　旨 審査結果

えがおはなさく 
代表　篠﨑　久美子 白馬村 障害者グループホーム、放課後デイサービスの

早期設置についての陳情 採択

件名 議決結果

令和４年度白馬村一般会計補正予算（第３号）の専決処分報告について 報告事項

白馬村認定こども園条例の制定について
可決 

賛成：全員

白馬村景観条例の制定について 可決
反対：松本白馬村開発行為の調整等に関する条例の制定について

白馬村地区計画等の案の作成手続きに関する条例の制定について
可決 

賛成：全員

白馬村環境基本条例の全部改正について

否決
反対：増井、

加藤（ソ）、尾川、太谷、
加藤（亮）、丸山（勇）

白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例について

可決 
賛成：全員

白馬村保育料条例の一部を改正する条例について

白馬村消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例について

令和３年度白馬村水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和３年度白馬村下水道事業会計未処分利益剰余金の処分について

令和４年度白馬村一般会計補正予算（第４号）

令和４年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）

令和４年度白馬村水道事業会計補正予算（第１号）

令和４年度白馬村下水道事業会計補正予算（第１号）

令和３年度白馬村一般会計歳入歳出決算認定について

認定 
賛成：全員

令和３年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度白馬村後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度白馬村農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算認定について

令和３年度白馬村水道事業会計決算認定について

令和３年度白馬村下水道事業会計決算認定について

追加議案

白馬村教育委員会委員の任命について 同意



　　　　　

12白馬議会だより　142号　令和4年10月31日

一般質問一般質問一般質問

村村
 政 政をを問問うう

安全で活力ある
　村づくりをめざして

・世界水準のマウンテンリゾートとは………… 13

・脱炭素先行地域の申請の進捗状況は………… 14

・重病重症患者の大病院への素早い搬送を…… 15

フォトニュース

　一般質問は、議員の日常活動
と調査・研究、住民の声や自身
の考え方をもとに、村長や教育
長などの方針を問うものです。
　白馬村は 1 問１答方式で、1 人
60 分の制限時間内であれば、質
問回数に制限はありません。
　議会だよりでは、紙面の都合上、
質問者が要約して掲載していま
す。
 　本会議はユーテレ白馬でご覧
いただけます。

質問内容

・義務教育を行う上で最も必要な要素とは…… 16

・軽自動車 EV を普及させる施策は… …………… 17

・空き家バンクがない理由は…………………… 18

初めての「あそびまなびフェス」が子育て支援ルームを中心に開催されました！
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【
政
治
姿
勢
と
村
政
運
営
】

問
丸
山
新
村
長
は
出
産・入

学
祝
い
金
、小
中
学
校
給

食
費
の
無
償
化
等
、少
子
化
対

策
・
子
育
て
支
援
策
に
ど
う
取

り
組
む
か
。

答
出
産
祝
い
金
は
、近
隣
市

町
村
で
は
２
万
～
10
万

円
支
給
。入
学
祝
い
金
も
、３
万

～
５
万
円
支
給
。当
村
は
移
住

者
が
多
く
定
住
確
保
の
観
点
か

ら
節
目
ご
と
の
給
付
支
援
が
よ

い
。給
食
費
は
質
・
量
・
栄
養
価

を
落
と
さ
な
い
こ
と
を
前
提
に
、

最
終
的
に
無
償
化
で
き
れ
ば
と

思
う
。

問
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
対

策
と
、障
害
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
誘
致
と
就
労
支
援
策

は
。答

村
の
高
齢
世
帯
数
は

１
２
０
０
世
帯
を
超
え
、

３
世
帯
に
１
世
帯
が
65
歳
以
上
。

独
居
高
齢
者
に
は
感
知
器
で
通

報
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を

検
討
。障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
整
備
は
、可
能
な
支
援
を

考
え
て
い
る
。就
労
支
援
は
住

み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
重
要
で
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
。

問
ス
ク
ー
ル
バ
ス
及
び
誰

も
が
利
用
で
き
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
実
施
予
定

は
。答

今
冬
、ま
ち
づ
く
り
と
連

携
し
た
面
的
な
地
域
交

通
の
足
を
確
保
す
る
た
め
に
ナ

イ
ト
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
Ａ
Ⅰ
オ

ン
デ
マ
ン
ド
シ
ス
テ
ム
で
実
証

運
行
を
計
画
。
今
後
の
生
活

コ
ー
ス
も
実
現
可
能
か
検
討
。

村
内
全
体
の
地
域
交
通
体
系

は
、令
和
６
年
度
を
予
定
。

問
五
竜
の
白
馬
の
森
で
皆

伐
し
、そ
こ
へ
密
集
し
た

建
物
群
の
工
事
現
場
を
見
た
感

想
と
見
解
は
。

答
就
任
前
の
感
想
は
、同
じ

ス
タ
イ
ル
の
建
物
が
余

裕
の
な
い
空
間
に
、た
く
さ
ん

建
て
ら
れ
都
会
の
住
宅
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
た
。村
内

各
地
域
に
共
通
す
る
課
題
。次

世
代
に
美
し
い
村
を
残
す
た
め

に
も
、地
域
で
一
定
の
方
向
性

を
考
え
て
ほ
し
い
。村
も
一
緒

に
検
討
し
た
い
。

問
世
界
水
準
の
マ
ウ
ン
テ

ン
リ
ゾ
ー
ト
を
目
指
す

と
い
う
が
、も
う
少
し
明
文
化

す
る
こ
と
が
必
要
と
思
う
が
。

答
「
住
む
人
・
訪
れ
る
人
も

魅
了
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

「
自
然
と
調
和
・
美
し
い
景
観
を

守
る
」「
誰
も
が
豊
か
に
暮
ら
せ

る
」こ
れ
ら
が
キ
ー
ワ
ー
ド
と

思
う
。難
し
い
が
、景
観
・
開
発

条
例
を
改
正
す
る
中
、様
々
な

機
会
を
通
じ
て
、皆
さ
ん
と
対

話
す
る
中
で
指
標
と
な
る
も
の

を
検
討
し
た
い
。

問
村
長
は
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ビ
ジ
ョ
ン
の
工
程
表
を

い
つ
ま
で
に
策
定
す
る
か
。ま

た
最
初
に
手
を
付
け
た
い
気
候

変
動
対
策
事
業
は
。

答
宣
言
は
村
民
・
事
業
者
及

び
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
行
動
を
示
し
、削

減
目
標
値
を
盛
り
込
ん
だ
計
画

で
、工
程
表
が
な
く
て
も
進
め

ら
れ
る
。２
０
５
０
年
ま
で
に

何
を
や
る
と
い
う
形
の
方
が
、

行
動
力
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

手
を
付
け
ら
れ
る
も
の
か
ら
進

め
る
こ
と
が
重
要
。

問
村
長
は
戦
争
放
棄・交
戦

権
の
否
認
を
定
め
た
憲

法
九
条
を
護
る
の
か
。ま
た
、政

府
に
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准

を
求
め
る
の
か
。

答
再
び
戦
争
の
惨
禍
を
繰

り
返
す
こ
と
の
な
い
よ

う
に
憲
法
九
条
が
制
定
さ
れ
た

と
認
識
し
て
お
り
、憲
法
は
国

民
と
し
て
護
る
べ
き
責
務
な
の

で
法
令
遵
守
は
当
然
と
考
え
る
。

本
村
は
昭
和
63
年
に
非
核
宣
言

自
治
体
と
な
っ
て
い
る
。批
准

を
求
め
る
か
否
か
は
と
も
か
く
、

非
核
宣
言
自
治
体
と
し
て
の
姿

勢
は
保
つ
べ
き
も
の
と
考
え
る
。

答 皆さんと指標になるもの
を検討したい

問世界水準のマウンテン世界水準のマウンテン
リゾートとはリゾートとは

加藤 亮輔 議員

これが世界水準のマウンテンリゾート地のたたずまい？
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【
脱
炭
素
２
０
３
０
年
の
白

馬
の
姿
】

問
村
長
の
選
挙
時
の
チ
ラ

シ
に
書
か
れ
て
い
た「
気

候
変
動
対
策
へ
の
先
進
的
な
取

組
が
白
馬
の
魅
力
と
な
る
」と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

答
白
馬
村
は
環
境
へ
の
意

識
の
高
さ
が
対
外
的
に

知
ら
れ
、白
馬
高
校
生
の
断
熱

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
特

集
さ
れ
た
り
、白
馬
南
小
学
校

で
の
断
熱
も
報
道
さ
れ
た
。そ

う
し
た
取
組
を
し
て
い
る
村
で

あ
る
こ
と
を
多
く
の
方
々
に
好

意
的
に
捉
え
て
い
た
だ
い
て
い

る
。ま
た
Ｇ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ　

Ｗ
Ｏ

Ｒ
Ｋ　

Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ａ
も
、各

分
野
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
白

馬
を
舞
台
に
環
境
や
サ
ー
キ
ュ

ラ
ー
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
先
端
の

取
組
に
つ
い
て
紹
介
や
議
論
を

し
、そ
れ
に
よ
り
関
係
人
口
が

増
え
、白
馬
へ
訪
れ
る
人
が
増

え
て
き
て
い
る
。こ
の
よ
う
な

取
組
や
ア
ク
シ
ョ
ン
を
さ
ら
に

加
速
さ
せ
る
こ
と
が
白
馬
の
魅

力
と
な
る
と
考
え
て
お
り
、他

の
自
治
体
よ
り
も
積
極
的
か
つ

効
果
的
で
あ
る
ほ
ど
、魅
力
も

向
上
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
る
。

問
ソ
ー
ラ
ー
発
電
や
小
水

力
発
電
等
の
事
業
者
が

増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、地
域

経
済
が
循
環
し
て
い
く
と
い
う

考
え
方
は
な
い
か
。

答
村
内
業
者
で
あ
れ
ば
よ

い
が
、他
地
域
か
ら
の
業

者
で
は
お
金
が
外
に
流
れ
て
し

ま
い
地
域
循
環
に
な
ら
な
い
。

可
能
な
限
り
地
元
に
お
金
が
落

ち
る
よ
う
な
業
者
を
選
定
す
る

視
点
を
常
に
持
ち
続
け
る
こ
と

が
、重
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問
村
内
の
工
務
店
等
に
対
し

て
、断
熱
改
修
の
技
術
力

ア
ッ
プ
の
育
成
を
す
る
考
え
は
。

答
現
状
、具
体
的
に
考
え
て

い
な
い
。
頂
い
た
意
見

を
念
頭
に
今
後
検
討
し
た
い
。

問
一
人
ひ
と
り
の
職
員
が

ど
う
い
う
気
持
ち
で
取

り
組
む
べ
き
か
。

答
就
任
し
て
１
か
月
。
ま

だ
個
々
の
職
員
と
は
面

談
で
き
て
い
な
い
。そ
れ
ぞ
れ

が
気
候
変
動
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
意
識
を
持
っ
て
い
る
か
は

見
え
て
い
な
い
部
分
が
あ
る
。

一
つ
一
つ
の
行
動
を
常
に
将
来

の
気
候
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら

動
け
る
よ
う
な
職
員
に
な
っ
て

い
た
だ
け
る
と
い
い
な
と
思
う
。

答

問問 景観条例・
計画で緑化率は
定めているか
大規模開発以外は大規模開発以外は
定めていない定めていない

【
開
発
・
環
境
・
ま
ち
づ
く

り
】問

ニ
セ
コ
町
を
は
じ
め
、全

国
４
０
０
を
超
え
る
市

町
村
で
は「
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
つ
く
っ
て
い
る
。県
内
で
は
、

軽
井
沢
町
、木
曽
町
、箕
輪
町
、

宮
田
村
な
ど
13
ほ
ど
の
市
町
村

が
制
定
。パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
や
住
民
参
加
の
ル
ー
ル
が
書

か
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
条

例
を
つ
く
る
予
定
は
な
い
か
。

答

 

総
務
課
長  

過
去
に
何

回
か
同
様
の
質
問
が
さ

れ
た
。そ
れ
を
真
に
必
要
と
す

る
機
運
が
高
ま
っ
た
と
き
に
は
、

関
係
条
例
も
ま
と
め
て
制
定
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

答
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、計
画
策
定
は

進
ん
で
な
い

問
脱
炭
素
先
行
地
域
の
申
請

脱
炭
素
先
行
地
域
の
申
請

の
進
捗
状
況
は

の
進
捗
状
況
は

尾川 耕  議員

壁設置型ソーラーパネル（飯山市）
白馬の景観や雪国に合う方法・パネルは？
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【
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
】

問
重
病
重
症
患
者
の
場
合
、

大
病
院
へ
の
素
早
い
搬

送
が
必
要
に
な
り
、30
分
で
繋

が
る
路
線
が
あ
れ
ば
早
い
緊
急

搬
送
が
可
能
と
な
る
が
。

答
二
次
医
療
圏
へ
の
交
通

確
保
と
な
る
命
を
つ
な

ぐ
道
と
し
て
の
必
要
性
が
高
い
。

問
若
者
に
と
っ
て
30
分
の

通
勤
圏
内
と
な
れ
ば
白

馬
に
帰
っ
て
き
や
す
い
環
境
に

な
る
。ま
た
移
住
を
考
え
る
人

た
ち
に
も
選
択
肢
が
あ
る
こ
と

は
移
住
し
や
す
い
環
境
に
な
る

と
思
う
が
。

答
通
勤
圏
の
拡
大
、観
光
振

興
に
加
え
て
移
住
定
住

の
促
進
に
も
資
す
る
観
点
か
ら

村
の
政
策
に
も
合
致
し
て
い
る
。

問
持
続
可
能
な
白
馬
に
大

切
な
の
は
人
で
あ
り
、こ

こ
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
が
生
ま

れ
育
っ
た
地
で
生
活
し
、安
心

し
て
次
の
世
代
を
見
守
る
こ
と

が
重
要
で
は
。

答
持
続
可
能
と
い
う
の
は

人
が
あ
っ
て
こ
そ
の
概

念
で
あ
り
、そ
の
重
要
性
は
そ

の
通
り
と
考
え
る
。そ
の
中
で

移
住
定
住
等
を
考
え
た
場
合
、

近
隣
へ
の
移
動
時
間
短
縮
は
選

択
肢
に
な
り
、必
要
性
は
認
識

し
て
い
る
。

問問
こ
の
地
で
育
ま
れ

た
文
化
こ
そ
オ
リ

ジ
ナ
ル
で
は

答
農
民
美
術
な
ど
、

農
民
美
術
な
ど
、

す
べ
て
が
白
馬
の

す
べ
て
が
白
馬
の

貴
重
な
財
産

貴
重
な
財
産

【
文
化
芸
術
】

問
農
民
美
術
の
歴
史
の
一

部
に
な
っ
て
い
る
白
馬

の
木
彫
り
は
村
の
財
産
で
あ
る
。

常
設
展
示
す
る
考
え
は
。

答
昨
年
の
文
化
祭
で
初
め

て
一
堂
に
展
示
す
る
こ

と
が
で
き
多
く
の
村
民
に
大
変

好
評
を
得
た
。常
設
で
き
る
ス

ペ
ー
ス
を
確
保
で
き
れ
ば
と
考

え
る
が
、繊
細
な
管
理
体
制
が

必
要
と
な
り
現
状
で
は
難
し
い
。

た
だ
し
多
く
の
皆
様
の
目
に
触

れ
る
よ
う
な
機
会
は
つ
く
っ
て

い
き
た
い
。

問
こ
の
地
で
育
ま
れ
た
人

が
作
り
出
す
文
化
は
財

産
で
あ
り
、そ
れ
こ
そ
が
白
馬

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で
あ
る
。観
光

地
と
し
て
は
必
要
で
は
。

答
そ
う
い
っ
た
も
の
全
て

白
馬
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
。観
光
面
で
見
た
場
合
に

も
滞
在
型
が
重
要
視
さ
れ
て
い

て
、さ
ら
に
雨
天
対
策
を
考
え

る
と
そ
の
よ
う
な
場
所
が
あ
る

こ
と
は
魅
力
的
で
あ
る
と
考
え

る
。問

貴
重
な
作
品
を
展
示
管

理
す
る
こ
と
は
簡
単
な

こ
と
で
は
な
い
が
、文
化
の
継

承
と
い
う
面
で
必
要
で
は
。

答
持
続
可
能
と
い
う
観
点

か
ら
も
非
常
に
重
要
な

こ
と
で
も
あ
り
、貴
重
な
文
化

が
将
来
き
ち
ん
と
継
続
さ
れ
て

い
く
形
は
必
要
で
あ
る
。

問
「
塩
の
道
」の
歴
史
文
化

を
広
域
的
な
観
光
の
素

材
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
考
え

は
。

答
白
馬
バ
レ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
よ
る
観
光
ル
ー
ト

の
構
築
が
始
ま
り
、来
訪
と
消

費
に
結
び
つ
け
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
。

問
村
民
が
村
の
文
化
を
学

ぶ
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。

博
物
館
的
な
も
の
が
あ
っ
て
学

芸
員
が
い
て
文
化
が
残
っ
て
い

く
。「
白
馬
の
木
彫
り
」「
塩
の
道
」

と
併
せ
て
環
境
を
考
え
て
み
て

は
。答

後
世
に
伝
え
る
た
め
に

も
、世
界
水
準
の
観
光
地

の
資
源
の
一
つ
と
し
て
も
、先

進
的
な
場
所
に
は
必
ず
あ
る
も

の
。財
政
的
な
問
題
も
あ
る
が

そ
う
い
っ
た
施
設
は
魅
力
的
で

あ
り
、文
化
的
に
も
価
値
の
あ

る
こ
と
に
間
違
い
な
い
の
で
今

後
検
討
し
て
い
く
。

答 松糸道路は命をつなぐ道
として必要

問重病重症患者の大病院重病重症患者の大病院
への素早い搬送をへの素早い搬送を

丸山 和之 議員

「白馬の木彫り」の一作品
現在、その表現は多岐にわたる。
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【
小
中
学
校
教
育
全
般
】

問
現
場
の
教
師
が
現
実
に

抱
え
て
い
る
問
題
は
。

答
先
ず
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
。

加
え
て
授
業
方
法
、行
事

や
会
議
の
開
催
、登
下
校
時
や

課
外
活
動
な
ど
、す
べ
て
の
こ

と
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

児
童
生
徒
の
学
習
指
導
や
生
活

指
導
、保
護
者
対
応
、担
当
校
務

な
ど
悩
む
と
こ
ろ
や
苦
労
が
あ

る
と
聞
い
て
い
る
。

問
い
じ
め
に
よ
る
不
登
校

対
策
は
。

答
現
在
、い
じ
め
原
因
の
不

登
校
児
童
生
徒
は
い
な

い
。仮
に
発
生
す
れ
ば
、校
内
教

職
員
で
組
織
す
る
対
策
委
員
会

が
調
査
検
討
を
し
、必
要
に
応

じ
ク
ラ
ス
で
の
話
し
合
い
や
保

護
者
を
交
え
て
、い
じ
め
事
案

の
解
消
に
組
織
で
対
応
す
る
。

そ
の
中
で
登
校
し
ぶ
り
や
不
登

校
に
な
っ
た
と
き
は
、担
任
等

が
定
期
的
に
連
絡
を
取
り
、学

校
と
の
つ
な
が
り
を
継
続
し
て

徐
々
に
復
帰
で
き
る
よ
う
な
機

会
を
作
っ
て
い
く
。い
じ
め
に

つ
い
て
は
組
織
と
し
て
早
期
に

取
り
組
む
こ
と
が
重
要
。不
登

校
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
本
人

の
希
望
を
尊
重
し
た
う
え
で
、

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
学
習
支
援
、フ
リ
ー
ス

ク
ー
ル
等
の
受
け
入
れ
等
様
々

な
関
係
機
関
を
活
用
し
て
、社

会
的
自
立
へ
の
支
援
を
行
う
こ

と
が
重
要
。

問
デ
ジ
タ
ル
推
進
と
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
と
の
観

点
で
ト
ラ
ブ
ル
は
。

答
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
は
そ

れ
ぞ
れ
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス

ワ
ー
ド
で
管
理
さ
れ
、閲
覧
で

き
る
サ
イ
ト
も
フ
ィ
ル
タ
リ
ン

グ
ソ
フ
ト
に
よ
り
制
限
が
か
け

ら
れ
て
い
る
。現
在
は
、個
人
情

報
の
流
失
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
は

な
い
が
、適
切
な
使
い
方
や
学

校
と
家
庭
で
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
大
切
。中
学
校
で
は
、情
報

機
器
、ゲ
ー
ム
、ネ
ッ
ト
を
使
う

と
き
は
１
日
２
時
間
、夜
９
時

に
は
電
源
を
落
と
す
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。家
庭
で
も
ル
ー

ル
を
定
め
て
協
力
を
お
願
い
し

て
い
る
。

問
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構

想
は
充
分
機
能
し
て
い

る
か
。

答
中
学
校
で
は
全
国
に
先

駆
け
、地
域
、学
校
、行
政

が
連
携
し
て
、オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
環
境
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

小
学
生
の
高
学
年
は
だ
い
ぶ
進

ん
で
き
て
い
る
が
、低
学
年
で

は
ひ
ら
が
な
、ロ
ー
マ
字
を
学

び
始
め
る
年
齢
の
為
に
、タ
イ

ピ
ン
グ
に
よ
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
利

用
は
難
し
い
の
が
実
情
。

問
教
職
員
の
働
き
方
改
革

が
叫
ば
れ
て
久
し
い
が

変
化
は
。

答
毎
日
の
出
退
勤
時
間
を

把
握
し
、退
勤
が
21
時
を

超
え
た
職
員
数
を

毎
月
報
告
。以
前
よ

り
減
少
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。県

教
組
か
ら
学
校
現

場
の
正
確
な
勤
務

実
態
を
把
握
し
、働

き
方
改
革
を
進
め

る
よ
う
要
請
さ
れ

て
い
る
。

問
村
の
児
童
生

徒
の
運
動
能

力
と
全
国
基
準
値

の
差
は
。

答
令
和
３
年
度

全
国
体
力
、

運
動
能
力
、運
動
習

慣
等
に
よ
る
体
力

合
計
点
は
、元
年
度

に
比
べ
て
小
中
男

女
と
も
低
下
し
て

い
る
。原
因
は
運
動

時
間
の
減
少
、学
習

以
外
の
ス
ク
リ
ー

ン
タ
イ
ム（
ス
マ
ホ
・

タ
ブ
レ
ッ
ト
・
P
C
な
ど
で
ゲ
ー

ム
や
S
N
S
等
で
画
面
を
見
る

時
間
）の
増
加
、肥
満
児
の
増
加

及
び
コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
活
動
の

制
限
が
あ
げ
ら
れ
る
。

答
就
学
義
務
、学
校
設
置
義
務
、

教
育
保
障
義
務
で
す

問
義
務
教
育
を
行
う
上
で

義
務
教
育
を
行
う
上
で

最
も
必
要
な
要
素
と
は

最
も
必
要
な
要
素
と
は

太谷 修助 議員

ＧＩＧＡスクール構想でタブレット端末を駆使して
世界の子供たちと繋がれば、素晴らしい世界が開けるでしょう。
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【
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ
ジ
ョ

ン
】問

村
は
公
用
車
を
環
境
性

能
に
お
い
て
ト
ッ
プ
ク

ラ
ス
の
E
V
も
し
く
は
Ｆ
Ｃ
Ｖ

（
水
素
自
動
車
）に
す
べ
き
と
思

う
が
、更
新
の
考
え
は
。

答
す
ぐ
に
全
部
切
り
替
え

る
こ
と
は
厳
し
い
が
、

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
取

り
組
み
を
加
速
さ
せ
る
た
め
、

10
月
よ
り
住
友
三
井
オ
ー
ト

サ
ー
ビ
ス
㈱
と
連
携
し
公
用
車

の
最
適
化
検
証
シ
ス
テ
ム
を
モ

ニ
タ
ー
事
業
に
よ
り
実
施
す
る
。

問
E
U
の
E
V
普
及
は
自

動
車
メ
ー
カ
ー
の
努
力

も
あ
る
が
、政
府
や
地
方
自
治

体
に
よ
る
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
普
及
に
よ
っ
て
増
え
て
い
る
。

村
と
し
て
充
電
イ
ン
フ
ラ
を
増

や
す
た
め
の
施
策
は
。

答
役
場
と
道
の
駅
の
２
台

は
25
K
w
。
90
K
w
が

主
流
と
な
っ
て
い
る
現
状
で
は
、

機
器
更
新
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
。ま
た
公
共
エ
リ
ア
に
高

圧
の
充
電
ス
タ
ン
ド
を
充
実
さ

せ
る
こ
と
と
各
事
業
者
や
家
庭

が
充
電
設
備
を
導
入
す
る
た
め

の
サ
ポ
ー
ト
を
検
討
し
た
い
。

問
白
馬
村
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

ブ
ッ
ク
に
も
書
か
れ
て

い
る「
脱
炭
素
に
向
け
て
効
果

の
高
い
家
庭
で
の
取
組
」の
表

で
、大
き
な
効
果
を
期
待
で
き

る
取
り
組
み
と
し
て
屋
根
置
き

自
家
消
費
太
陽
光
発
電
や
遊
休

地
利
用
の
太
陽
光
発
電
を
推
奨

し
て
い
る
。景
観
の
問
題
や
雪

国
で
あ
る
白
馬
で
太
陽
光
は
不

向
き
と
の
考
え
も
あ
る
が
、村

の
考
え
は
。

答
雪
国
エ
リ
ア
で
も
対
応

し
得
る
パ
ネ
ル
開
発
も

進
ん
で
お
り
、早
期
確
立
を
期

待
し
て
い
る
。そ
の
一
方
で
遊

休
地
利
活
用
に
当
た
っ
て
は
、

景
観
配
慮
や
地
域
住
民
と
の
合

意
形
成
に
留
意
す
る
こ
と
は
不

可
欠
。村
の
基
本
的
な
方
向
性

は
、地
域
と
調
和
し
な
が
ら
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
促

進
の
視
点
に
立
ち
、村
の
景
観

条
例
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
等
と
の
整
合
性
を
踏
ま
え

た
普
及
に
努
め
た
い
。

　
　

 
問問
雨
天
対
策
と
し
て

人
工
芝
を
望
む
声

が
多
い
が

答
財
政
的
に
難
し
い

財
政
的
に
難
し
い

が
検
討
し
て
い
く

が
検
討
し
て
い
く

【
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る
村
の

取
り
組
み
】　

問
国
は
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る

地
域
活
性
化・ま
ち
づ
く

り
担
い
手
育
成
総
合
事
業
と
し

て
地
域
ス
ポ
ー
ツ
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
設
置
を
推
進
し
て
い
る
が
、

設
置
の
考
え
は
。

答
地
方
公
共
団
体
、体
育
協

会
、観
光
協
会
、商
工
団

体
、大
学
、ス
ポ
ー
ツ
産
業
の
民

間
企
業
な
ど
が
一
体
と
な
っ
た

組
織
で
あ
る
点
が
特
徴
。地
域

振
興
と
い
う
共
通
目
的
で
連
携

す
る
の
で
、設
置
は
効
果
が
あ

る
と
考
え
る
。

問
村
長
は
過
去
の
キ
ャ
リ

ア
の
中
で
エ
ン
タ
ー
テ

イ
メ
ン
ト
を
学
び
、村
内
イ
ベ

ン
ト
M
C
の
経
験
の
多
い
中

で
、白
馬
村
で
の
ス
ポ
ー
ツ
興

行
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ

て
い
る
か
。

答
良
い
イ
ベ
ン
ト
は
あ
る

が
、継
続
で
き
て
い
な
い

も
の
が
多
い
。興
行
的
に
し
て

い
く
方
法
な
ど
検
討
し
て
い
き

た
い
。

答 啓発活動に取り組みたい

問軽自動車EVを軽自動車EVを
普及させる施策は普及させる施策は

切久保 達也 議員

役場敷地内にあるEV用急速充電器
現在の25kwから90kwへの更新が待たれる
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【
こ
れ
か
ら
の
住
ま
い
】

問
空
き
家
の
マ
ッ
チ
ン
グ

の
進
め
方
は
。

答
希
望
す
る
物
件
が
見
つ

か
ら
な
い
方
や
、移
住
し

た
い
人
が
実
現
に
至
ら
な
い
方

が
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
お
り
、

行
政
と
し
て
も
重
要
な
課
題
と

認
識
。村
内
で
見
ら
れ
る
空
き

家
等
は
、村
外
に
居
住
す
る
家

族
等
が
年
に
数
回
帰
省
し
た
り
、

別
荘
と
し
て
使
わ
れ
る
建
物
や

未
利
用
で
あ
り
な
が
ら
売
っ
た

り
貸
し
た
り
す
る
こ
と
を
特
に

望
ま
な
い
な
ど
、そ
の
在
り
方

は
多
岐
。
所
有
者
の
意
向
調
査

や
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
等
も
含
め
、

情
報
提
供
や
支
援
が
で
き
れ
ば

と
考
え
る
。た
だ
し
、空
き
家
バ

ン
ク
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
る

の
で
、他
地
域
を
参
考
に
し
、課

題
を
解
決
し
な
が
ら
、民
間
と

連
携
し
て
取
り
組
み
た
い
。シ
ェ

ア
ハ
ウ
ス
と
い
う
概
念
も
選
択

肢
の
幅
を
広
げ
る
た
め
に
考
え

て
い
く
。

問
村
の
出
生
率
は
大
北
圏

内
で
一
番
低
い
。
人
口

減
少
を
最
小
限
に
す
る
こ
と
を

目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、若
い
世

代
の
住
ま
い
の
確
保
が
必
要
。

土
地
探
し
と
空
き
家
探
し
、ど

ち
ら
を
重
点
的
に
支
援
し
て
い

く
の
か
。

答
物
件
が
な
か
な
か
出
て

こ
な
い
と
い
う
の
が
現

状
。現
在
、民
有
地
に
つ
い
て
は

価
格
が
上
が
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
あ
り
、村
と
し
て
は
土

地
を
ど
の
よ
う
に
活
用
で
き
る

か
を
考
え
て
い
る
。

問
既
存
の
建
物
を
活
用
す

る
方
が
効
率
的
で
は
。

答
空
き
家
施
策
と
い
う
の

も
対
応
し
て
い
く
べ
き
。

村
の
考
え
と
し
て
は
、小
さ
い

土
地
な
ど
を
移
住
定
住
に
繋
が

る
よ
う
に
活
用
す
る
一
つ
の
選

択
肢
と
い
う
こ
と
で
取
り
組
ん

で
い
る
。決
し
て
空
き
家
自
体

の
施
策
に
手
を
つ
け
な
い
こ
と

で
は
な
く
、ど
れ
が
ニ
ー
ズ
に

合
う
の
か
を
検
討
し
て
い
る
。

問
土
地
の
活
用
は
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答
未
使
用
の
村
有
地
で
可

能
性
が
あ
り
そ
う
な
場

所
の
現
地
確
認
を
し
て
お
り
、

そ
こ
に
住
居
が
建
て
ら
れ
る
の

か
ど
う
か
を
調
査
中
。

問
移
住
定
住
に
繋
げ
る
に

は
、ま
ず
は
ア
パ
ー
ト
等

の
仮
住
ま
い
が
必
要
。村
内
は

家
賃
が
高
い
現
状
も
あ
る
の
で
、

子
育
て
世
代
へ
の
家
賃
補
助
の

検
討
は
。

答
子
育
て
世
代
の
支
援
と

い
う
の
は
、非
常
に
重
要

な
施
策
。他
自
治
体
を
参
考
に

し
な
が
ら
、検
討
し
た
い
。

問
住
ま
い
の
省
エ
ネ
化
は

ど
の
よ
う
に
普
及
促
進

し
て
い
く
の
か
。

答
家
庭
で
重
要
な
の
は
、冷

暖
房
に
使
う
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
減
ら
す
こ
と
。省
エ
ネ

住
宅
が
大
き
な
効
果
に
つ
な
が

る
こ
と
は
、ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
ビ

ジ
ョ
ン
で
も
明
記
し
て
お
り
、

そ
の
啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

ま
た
、建
築
業
組
合
と
快
適
な

省
エ
ネ
住
宅
の
普
及
に
向
け
て
、

必
要
な
施
策
の
提
案
を
お
願
い

し
て
い
る
。省
エ
ネ
住
宅
の
効

果
は
、単
に
Ｃ
Ｏ
２
排
出
削
減
対

策
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、住
ま

い
手
の
健
康
づ
く
り
に
も
繋
が

る
こ
と
も
あ
り
、関
係
団
体
か

ら
の
施
策
要
望
や
既
存
の
国
、

県
の
施
策
も
拡
充
も
踏
ま
え
な

が
ら
本
村
と
し
て
の
施
策
の
在

り
方
を
検
討
す
る
。財
政
状
況

を
鑑
み
な
が
ら
、来
年
度
予
算

編
成
が
始
ま
る
11
月
ご
ろ
ま
で

に
は
あ
る
程
度
の
方
向
性
を
出

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

答
人
手
不
足
に
加
え
、運
用
経
費
の

捻
出
が
必
要

問
空
き
家
バ
ン
ク
が
な
い

空
き
家
バ
ン
ク
が
な
い

理
由
は

理
由
は

加藤 ソフィー 議員

9月3日から11日まで住まいに関する独自アンケート調査を行い、
153件の回答がありました。

調査結果はこちらで公開しているので、ぜひご確認ください！
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マチを好きになるアプリ

「アフターコロナにおける村政あり方研究会」と称
して、昨年6月から本年8月までに研究会等を８回開
催し、２つのテーマで下記９項目を提言しました。

〈テーマ１　村有地、土地開発公社を活用した移住定住促進〉
１．�村有地の正確な現状把握に努め、将来公用資産と

して利用計画のない物件は、公売等により換価す
べきと考える。

２．�村税等の滞納整理手段として、土地の物納につい
て検討。

３．�村税等の滞納処分の土地について、宅地転用が可
能な場合は白馬村土地開発公社が取得し、希望者
への転売を検討。

４．�人口減少防止策として、村営住宅の新設を検討。
５．村内の空き家を活用し、移住体験住宅事業を検討。

〈テーマ２　ふるさと納税による財源確保と運用〉
１．返礼品業務の庁内業務化を検討。
２．�返礼品業務の庁内業務化が難しいのであれば、外

郭団体（村振興公社・村観光局等）への委託を検討。
３．�1及び2が不可能で民間等に委託する場合は、現状

の委託手数料10％から、寄附額に応じた段階的な
率（例：10％→8％→6％）にすることの検討。

４．企業版の積極的活用を目指した、企画立案の検討。

「白馬村観光組織研究会」と称して、3団体の将来像
について提言しました。

〈白馬村観光局〉
一般財源や分担金・補助金による組織運営であるの

で、村民や社員へ理解される、解りやすい事業方針と
運営を行うこと。また定款や規則にそった組織運営
と事務局長の職務を明確化していく事を望む。さら
に監査機能の充実をはかり、計画的に事業を執行し
ていく組織に改める。

〈白馬村振興公社〉
民間感覚の導入と仕事へのやり甲斐を持たせ、権

限の委譲など改めていくべき。指定管理者としての
責務と村民へ利益の還元など意識していく事を望む。
ふるさとの納税業務の事務の受託や山小屋宿泊予約
システムの一元化を望む。

〈HAKUBAVALLEY TOURISM〉
索道中心の組織から、広域観光主体に解りやすい

運営に改めるべき。観光局との人事や事業が交錯す
ることから、将来的には同様の事業の方向性や運営
とするならば、白馬村観光局と合併させ、白馬山麓を
一つの大きな観光組織として運営していく事を望む。

総合的提言
・�組織が存在する目的、方針を明確化。人材の確保と

育成。
・観光データの収集と活用。
・�観光地域づくり法人（DMO）は誰の為かを考えた再

構築。
・�観光振興への新たな財源として観光地を利用した人

から広く徴収する観光税の創設と導入の検討。
・�芸術文化の展示施設がなく、伝統文化を伝承してい

く施設整備。
・�観光課は、観光産業の司令塔としての中心的役割を

自覚し、ガバナンスを発揮。

ト
ピ
ッ
ク
ス

新村長へ議会から提言をしました！新村長へ議会から提言をしました！

村民との意見交換会開催しました！村民との意見交換会開催しました！

85-0725（直通） 72-7001（ファックス）

総務社会委員会

産業経済委員会

スマホアプリで白馬議会だより配信中！

10月16日に開催しました。頂いたご意見は議会 HP に
掲載いたします。

お気軽に！ご意見をお寄せください！　　gikai@vill.hakuba.lg.jp

提言書の全文は議会
HPからご覧いただけ
ます。

本
会
議
場
傍
聴
席
へ
の
昇
降
機
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
足
が
不
自
由
な
方
で
も
傍
聴
可
能
で
す
。

本
会
議
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も
視
聴
で
き
ま
す
。



20白馬議会だより　142号　令和4年10月31日

令和4年10月31日発行

142

久しぶりの賑わいが戻ってきた！
イベント盛り沢山の秋！
（写真：トレランスタート風景）

■決算認定
　コロナ対策に終始した１年　財政状況は改善！……2p

■常任委員会審議
　来年4月！しろうま保育園は認定こども園へ ……………… 6~7p
　10月から景観行政団体に移行。関係条例は可決………… 8~9p
■特別解説
　景観と環境の関連条例について………………………………… 9p
■質疑・討論
　景観条例の制定 ……………………………………………… 10p
　環境基本条例の全部改正 …………………………………… 10p
■９月定例会の議決結果
　一覧表 ………………………………………………………… 11p
■トピックス
　新村長へ議会から提言をしました！…………………………… 19p
■夢・私たちに。「わたしのひとこと」…………………………… 20p

■ 村政を問う　一般質問 ………………… 12p
・新村長の政治姿勢と村政運営について …………13p

・脱炭素 2030 年の白馬の姿／
  開発・景観・まちづくり ……………………………14p

・地域高規格道路「松本糸魚川連絡道路」について／
  白馬村の芸術、文化について ……………………15p
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わたしのひとこと

白馬議会だよりは、環境にやさしい植物油型インキと再生紙を使用しま
した。（PO 印刷）
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猫との暮らし 白馬でウィンタースポーツを 穴窯とアンドロメダ銀河

白馬村で一人暮らしを始めて早５
年。更科農業高校を卒業して、白馬農
場へ就職を契機に移住しました。白
馬村へ来てすぐの頃は、右も左もわ
からず慣れない土地での一人暮らし
に、戸惑いや不安感でいっぱいでし
た。職場や近所の方々など多くの方
に支えられながらなんとか生活にも
慣れ、現在は新しく家族に迎えた愛
猫と共に新鮮で楽しい毎日を過ごし
ています。
猫との出会いは昨年の夏、友人が
仔猫の里親を探していたのがきっか
けでした。昔から猫との暮らしに憧
れを抱いていた私は、すぐに家族と
して迎えることを決心しました。今
では飼い猫の成長を見守ることが、
日々の楽しみの一つになっています。
白馬村に来てから、社会人として
心身共に成長が出来たのは、多くの
方々のサポートのおかげであり、そ
の出会いに感謝をしながら、日々の
生活をしていきたいと思います。

我が家の長女は、白馬高スキー部
です。初スキーは３歳。ジュニアの
頃から練習に行きたくないと言った
ことはありませんでした。
低学年の頃のリザルトは後ろから
探した方が早かった。そんな感じだ
から、高校まで続くとは思わなかっ
た。お金が非常に掛かるので、必死に
働いて働いて。お金が足りるのか、こ
の時期は不安でげっそりしてきます。
中学の部活の仲間たちは、県外高校
に進学する子もいました。中学のス
キー、スノーボーダーが白馬高に行
きたいって思えるように、村、高校、
白馬村スキークラブも一丸となって、
白馬のウィンタースポーツを盛り上
げていって欲しいです。

先日、窯焚きを無事に終了した。昼
夜４日間はなかなかきつい。体力と
睡魔と戦わなければならない。今回
は神城・堀ノ内でとれた陶土のみで
作品を作り穴窯で焼き締めた。
４日目の夜中、特にきつい眠気に
襲われた。小屋の外に飛び出して夜
空を仰ぐ。ピリッとした冷気がすぐ
さま心身に流れ込む。同時に満天に
冬の星たちが存在感を増し始めてい
ることに気づく。徐々にフォーカス。
ペガサス、アンドロメダを辿ってそ
の先に視線をゆっくりと移す。ぼん
やりと見えてくるのがアンドロメダ
銀河である。250万光年の先にある。
今私たちの天の川銀河に接近中。40
億年後に我等銀河系と合体する。ど
んな光景になるのだろう。わくわく
する。
思いを馳せている間に東の空はほ
んのりと明るく。今日は最終日。

飯田　宮下　歩弥 新田　松沢　信子 沢渡　篠崎　有一


